


エスパルスのサステナビリティ活動 基本方針
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エスパルスが持つ強み

ささえる 11 万人

94 万人
110 万人

134 万人 136 万人

する 6 万人

みる

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

77 万人

ささえる 19 万人

ささえる 25 万人 ささえる 34 万人

する 5 万人
する 5 万人 する 7 万人

みる 86 万人 みる 104 万人 みる 95 万人

136 万人

ささえる 35 万人

する 7 万人

みる 94 万人

 FAMILYエスパルスの3つの強み

憧れの選手・チーム・
大会に挑戦したい！

感動と興奮を
楽しみたい！

地元を活性化したい！
社会課題を解決したい！

自分のビジネスを
成長させたい！

生きがいのある
生活を送りたい！

地域で暮らす人
・後援会員数
・ボランティア登録者数
・地域イベント参加人数

等

行政
・ホームタウン
・ファミリータウン市町村数

企業
・株主数
・パートナー社数

サポーター
・スタジアム：入場者数
・TV等：視聴者数
・SNS：フォロワー数

等

サッカー選手
・アカデミー会員数
・フットサル施設利用者数

等

清水エスパルスで  プレイ する

清水エスパルスを みる

清水エスパルスを ささえる
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サステナビリティ活動これまでの歩み

地域密着の基盤づくり 地域住民　　参加型の活動の拡大

静岡県清水市を
ホームタウンとして
Jリーグへ加盟 エスパルス

サッカースクール
創設

「エスパルス
福祉基金」
創設

「エスパルス
ドリーム教室」
始動

（後の「エスプラス」）

スタジアム
ボランティア活動

開始

清水区役所に
「エスパルス
インフォメーション
コーナー」
完成

7月4日に
初試合を開催、

エスパルス誕生日に
制定

運営会社が破綻も、
署名活動や

募金により再始動
（（株）エスパルス設立）

清水市と
静岡市が合併、
ホームタウン拡大

清水市と
静岡市が合併、
ホームタウン拡大

静岡市との
サッカーを通じた
まちづくり推進の
ための交流事業に
関する申し合わせに

調印

静岡市との
サッカーを通じた
まちづくり推進の
ための交流事業に
関する申し合わせに

調印Jリーグアカデミー
「巡回スポーツ教室」を

開催

Jリーグアカデミー
「巡回スポーツ教室」を

開催

赤い羽根
共同募金に
協力

赤い羽根
共同募金に
協力

Jクラブ初、
CO2 排出を
相殺するための
排出権購入を決定

「人権啓発活動」を
実施

「人権啓発活動」を
実施

環境教育・
普及啓発活動が
環境大臣表彰を

受賞サッカースクール
「レディースクラス」

設置

すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育を
みんなに

ジェンダー平等を
実現しよう

住み続けられる
まちづくりを

気候変動に
具体的な対策を

平和と公正を
すべての人に

クラブの重要なマイルストン（地方自治体との提携など）
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活動範囲の更なる拡大・
先進的な取り組みへの挑戦地域住民　　参加型の活動の拡大

タイの
児童養護施設にて
サッカー教室を

実施

地域の
高校と連携し、
学生コラボ企画を

実施

台湾で
知的障がい者
サッカー教室を

実施

Jリーグ
社会連携活動
「シャレン！」
始動

国立大学法人
静岡大学と

包括連携協定を
締結

「S-PULSE 
SDGs ACTION」

始動

静岡市
シェアサイクル
「PULCLE」に
ブランド協力

静岡市
シェアサイクル
「PULCLE」に
ブランド協力

「朝活！
健康プログラム」

開催

「朝活！
健康プログラム」

開催

「ガールズ
サッカー

フェスティバル」
開催

「ガールズ
サッカー

フェスティバル」
開催

「親子で
チャレンジ
運動教室」
開催

「親子で
チャレンジ
運動教室」
開催

再生可能
エネルギーへ
100%切替

再生可能
エネルギーへ
100%切替

ファミリー
タウン協定
締結（2市）

ファミリー
タウン協定
締結（3市町）

ファミリー
タウン協定
締結（3市町）

防災
プロジェクト

「ソナエル東海」
始動

防災
プロジェクト

「ソナエル東海」
始動

次世代
育成プロジェクト
「エスプラス」

始動

次世代
育成プロジェクト
「エスプラス」

始動

ホームタウン・
ファミリー
タウン選手
PRチーム始動

サウサンプトンFC
（イングランド）と
パートナーシップを

締結

サウサンプトンFC
（イングランド）と
パートナーシップを

締結

サッカースクール
「ガールズクラス」

設置

「JFA
なでしこひろば」

開催

「JFA
なでしこひろば」

開催

「エスパルス 
エコチャレンジ 
TO 2050」
始動

「エスパルス 
エコチャレンジ 
TO 2050」
始動

静岡市少年院
『駿府学園』訪問を

実施

BEC
テロ・サーサナ
(タイ )と

パートナーシップを
締結

ファミリー
タウン制度の開始
（5市町と締結）

ファミリー
タウン制度の開始
（5市町と締結）

「ハッピーシニア
プロジェクト」
開催

「ハッピーシニア
プロジェクト」
開催

「エスパルス
パラドリーム
教室」開催

「エスパルス
パラドリーム
教室」開催

「エスパルス
ダンススクール」

開校

「エスパルス
ダンススクール」

開校

IAI スタジアム
日本平の
管理運営を
受託

IAI スタジアム
日本平の
管理運営を
受託

ファミリー
タウン協定
締結（1市）

ファミリー
タウン協定
締結（1市）

ファミリー
タウン協定
締結（1市）

レアル・クルブ・
デポルティーボ・
マヨルカS.A.D.
（スペイン）と
パートナーシップを

締結
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❶指標の設定
重要な社会課題として国連サミットにて全会一致で
採択された持続可能な開発目標 「SDGs」を使用。

❷ステークホルダーからの期待の評価
「ステークホルダーからの期待」として、16名の方に
インタビューを行い、エスパルスが取り組むべき社
会課題を抽出し優先度を評価。

❸事業活動との関連性の評価
「エスパルスの事業活動との関連性」を事業の経済的・
環境的・社会的影響の重要性で評価。社員アンケート
の結果も反映。

❹重要課題の特定
「ステークホルダーからの期待」 「事業活動との関連性」
の2軸で評価し、エスパルスにおける重点課題を特定。

❺優先 SDGs の決定
本部長以上のマネジメントボード及び外部識者との議論
を経てエスパルスとして優先的に取り組むSDGsを決定。

7つの優先 SDGs 策定フロー

●ゼロカーボン 
　プロスポーツクラブ宣言
●環境啓発活動
●校庭・園庭芝生化
●環境教育プログラム

エスパルスファミリー
7千人

エスパルスファミリー
6,500人

エスパルスファミリー
3,500人

S-PULSE SDGs ACTION
地域と共に未来につなぐ

サッカーを愛し、地域スポーツ文化の発展に寄与するクラブとして、
次世代にサッカーを快適に楽しめる環境を残すのはクラブの義務だと考えています。一流のサッカークラブを目指すのみならず、
社会貢献活動（サステナビリティ）においてもグローバルスタンダードをクラブの標準としています。

●各種サッカー・運動教室
●スポーツ巡回教室
●生涯スポーツ普及推進

●人権啓発活動
●障がい者サッカー教室
●ノーマライゼーション講話

エスパルスファミリー
34,000人

クラブ職員
スタッフ

パートナー
地元企業

Jリーグ
JFA教育機関

サポーター
地域住民

選手・監督

公益法人
NPO法人

国・自治体

エスパルスファミリー
総数136万人

●選手学校訪問
●サッカー指導者派遣
●キャリア教育授業
●学生コラボ企画

エスパルスファミリー
26,200人

（PULCLEを含む172,000人）

●ホームタウン／
　ファミリータウンプロモーション
●街のオレンジ化　
●地域産業支援
●各種ホームタウン活動

エスパルスファミリー数は2024年度の人数

●ダンススクール・オレンジウェーブ運営
●女子サッカーの環境整備・普及促進

エスパルスファミリー
2,500人

エスパルスファミリー
4,500人

27,000

5,300

3,200

4,600

2,900

エスパルスファミリー数は2025年度の延べ人数

19,000
（PULCLEを含む180,600人）

サステナビリティ活動〈 SDGs ACTION〉が
                            　　　取り組む7つのテーマ

策定フロー
2019年にマテリアリティ分析にて優先的に取り組む
SDGsを7つ選定。Jリーグクラブ初、ロゴ・キャッチ
フレーズを策定しました。
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●環境啓発活動
●校庭・園庭芝生化
●環境教育プログラム

エスパルスファミリー
7千人

エスパルスファミリー
6,500人

エスパルスファミリー
3,500人

S-PULSE SDGs ACTION
地域と共に未来につなぐ

サッカーを愛し、地域スポーツ文化の発展に寄与するクラブとして、
次世代にサッカーを快適に楽しめる環境を残すのはクラブの義務だと考えています。一流のサッカークラブを目指すのみならず、
社会貢献活動（サステナビリティ）においてもグローバルスタンダードをクラブの標準としています。

●各種サッカー・運動教室
●スポーツ巡回教室
●生涯スポーツ普及推進

●人権啓発活動
●障がい者サッカー教室
●ノーマライゼーション講話

エスパルスファミリー
34,000人

クラブ職員
スタッフ

パートナー
地元企業

Jリーグ
JFA教育機関

サポーター
地域住民

選手・監督

公益法人
NPO法人

国・自治体

エスパルスファミリー
総数136万人

●選手学校訪問
●サッカー指導者派遣
●キャリア教育授業
●学生コラボ企画

エスパルスファミリー
26,200人

（PULCLEを含む172,000人）

●ホームタウン／
　ファミリータウンプロモーション
●街のオレンジ化　
●地域産業支援
●各種ホームタウン活動

エスパルスファミリー数は2024年度の人数

●ダンススクール・オレンジウェーブ運営
●女子サッカーの環境整備・普及促進

エスパルスファミリー
2,500人

エスパルスファミリー
4,500人

27,000

5,300

3,200

4,600

2,900

エスパルスファミリー数は2025年度の延べ人数

19,000
（PULCLEを含む180,600人）

●ゼロカーボン 
　プロスポーツクラブ宣言
●環境啓発活動
●校庭・園庭芝生化
●環境教育プログラム

エスパルスファミリー
7千人

エスパルスファミリー
6,500人

エスパルスファミリー
3,500人

S-PULSE SDGs ACTION
地域と共に未来につなぐ

サッカーを愛し、地域スポーツ文化の発展に寄与するクラブとして、
次世代にサッカーを快適に楽しめる環境を残すのはクラブの義務だと考えています。一流のサッカークラブを目指すのみならず、
社会貢献活動（サステナビリティ）においてもグローバルスタンダードをクラブの標準としています。

●各種サッカー・運動教室
●スポーツ巡回教室
●生涯スポーツ普及推進

●人権啓発活動
●障がい者サッカー教室
●ノーマライゼーション講話

エスパルスファミリー
34,000人
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スタッフ

パートナー
地元企業

Jリーグ
JFA教育機関

サポーター
地域住民

選手・監督

公益法人
NPO法人

国・自治体

エスパルスファミリー
総数136万人

●選手学校訪問
●サッカー指導者派遣
●キャリア教育授業
●学生コラボ企画

エスパルスファミリー
26,200人

（PULCLEを含む172,000人）

●ホームタウン／
　ファミリータウンプロモーション
●街のオレンジ化　
●地域産業支援
●各種ホームタウン活動

エスパルスファミリー数は2024年度の人数

●ダンススクール・オレンジウェーブ運営
●女子サッカーの環境整備・普及促進

エスパルスファミリー
2,500人

エスパルスファミリー
4,500人

27,000

5,300

3,200

4,600

2,900

エスパルスファミリー数は2025年度の延べ人数

19,000
（PULCLEを含む180,600人）
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気候アクションへ込めた想い
～次世代にサッカーを快適に楽しめる環境を引き継いでいくために～
今、地球温暖化により様々な気象の変化が起きています。スポーツの世界でも、夏場の熱中症を防ぐための試合時間の変更や、急な雷雨による大会の中止
が増加するなど、気候変動による具体的な影響が表れており、サッカーを取り巻く環境が脅かされ始めています。
エスパルスは、サッカーを愛し、地域スポーツ文化の発展に寄与するクラブとして、2007年から、『地球にやさしいサッカークラブであるために。次世代に快適に
サッカーのできる環境を引き継いでいくために。』をコンセプトとした「エスパルス エコチャレンジ」を掲げ、様々な気候アクションに取り組んでまいりました。
また、SDGs ACTIONにおいて優先的に取り組む 7つのテーマにおいても、社会活動・経済活動の基盤となる「気候変動」を最優先テーマとして捉えています。
そのような背景も踏まえ、今回のインパクトレポート作成にあたっては、全ての活動の基盤となる「気候変動」にフォーカスをあて、中長期的なロードマップを
作成いたしました。今後も、策定したロードマップに沿って先進的な取り組みにチャレンジすることにより、次世代のサッカー環境を守っていきたいと考えています。
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気候変動 : エスパルスエコチャレンジ TO 2050

エスパルスは2007年より『地球にやさしいサッカークラブであるために。
次世代に快適にサッカーのできる環境を引き継いでいくために。』をコン
セプトに掲げ、クラブのサステナビリティの一つとして『エスパルス 
エコチャレンジ』を継続的に実施しています。
（ 協力 : 静岡大学、静岡県地球温暖化防止活動推進センター ）

2021年11月、2050年までの脱炭素社会の実現をはじめ、SDGs達成への
貢献、そしてこれまでクラブが継続的に取り組んできた「エスパルス 
エコチャレンジ」のさらなる充実を目指し、SDGs推進クラブとして
スポーツの力で持続可能な社会の実現に向け、地域とともに力強く歩み
を進めていく意志を持ち、清水エスパルスは『ゼロカーボン プロスポーツ
クラブ宣言』を表明しました。
サッカーを愛し、地域スポーツ文化の発展に寄与するクラブとして、次世代
にサッカーを快適に楽しめる環境を残すことはクラブの使命であり、さらに
地球に貢献できることは、クラブの喜びと考えております。一流のサッカー
クラブを目指すのみならず、サステナビリティにおいてもグローバルス
タンダードをクラブの標準とし、これからも様々な挑戦を続けてまいります。

地球にやさしいサッカークラブであるために。
次世代に快適にサッカーのできる環境を
引き継いでいくために。

ゼロカーボンの取り組みを静岡から世界へ

 サポーターや地域住民を巻き込み
行動変容を促した啓蒙活動

【CHALLENGE with SUPPORTER】

 パートナー企業や自治体等との
協業により取り組んだ活動

【CHALLENGE with PARTNER】

 スタジアムやクラブハウス等で
 エスパルス自らが取り組んだ活動

【CHALLENGE in STADIUM/
CHALLENGE OURSELVES】

地 域 世 界

地元住民 サポーター

スタジアム・SDF クラブハウス等

パートナー企業
地元企業国・自治体

～ゼロカーボンプロスポーツクラブ宣言～
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気候変動：エスパルス エコチャレンジの歴史

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

環境大臣賞 受賞環境大臣賞 受賞

カーボンオフセット活動

校庭・園庭芝生化

紙コップの分別回収

静岡市と連携した環境教育

SDGs 環境プログラム

三保松原保全啓発

フードドライブ

デコ活COOL CHOICE

PULCLE

気候変動キャンペーン
「 Fun To Share 」

ゼロカーボン
宣言カーボンオフセット活動（継続）

エスパルスエコチャレンジ 第 1章 第 2章 第 3章 エスパルスエコチャレンジ
TO 2050

Jリーグ シャレン！ アウォーズ パブリック賞 受賞

S-PULSE SDGs ACTION

再生エネルギー
切替

スタジアム 全施設

「静岡市 SDGs 連携アワード」の受賞
エスパルスエコチャレンジの取り組み全体や、SDGs 環境教育プログラム

などの個別取り組みが評価され、令和4年度から3年連続で
 「静岡市 SDGs 連携アワード」を受賞しています。
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ホームタウン ホームタウン・ファミリータウン 全　国

ホームタウンでの啓蒙活動を
積極的に行い、 サポーターや
地域住民の行動変容を促す

パートナーとの連携を深め、
ゼロカーボンの取り組みにおける
モデルケースを創出する

クラブ運営における
CO2 排出量削減ロードマップを公開する

再生エネルギー利用を定着させるとともに、
ゴミ削減やリサイクルの取り組みを強化し、
観戦体験を気候アクションへ繋げる

サポーター・地域住民が
主体的に参加する仕組みをつくり、
活動規模を拡大する

パートナー企業や自治体との
協働により、ゼロカーボンの
取り組みを地域に広げる

エネルギー利用の効率化を進めると
ともに、サプライチェーン全体で
低炭素化を進める

スタジアムをゼロカーボンモデルへ
進化※させ、試合単位で
カーボンニュートラルを実現する

ファン・サポーターと一体と
なって取り組み、環境分野における
先進クラブとしての地位を確立する

静岡発のゼロカーボンモデルを
全国へ展開し、県外パートナー
との協力関係をさらに強化する

サプライチェーン全体で
カーボンニュートラル化を実現する

スタジアムを次世代技術の
ショーケースとして全国に発信し、
スポーツを通じて脱炭素社会の象徴となる

基準年比 30～35％削減を達成 基準年比 50％削減を達成 2050年までにCO2 実質排出ゼロを達成
（意欲的な目標として 2045年までに早期達成をめざす）

※ スタジアムを単なる再エネ利用の場から、
　排出量ゼロを目指す総合モデルに進化させること。
（「試合開催時に発生する残余排出〈例：飲食、移動、廃棄物〉」のゼロ化に向けた取り組み）

CHALLENGE 
with SUPPORTER

質を深める

短 期 2025-27
中 期 2028-30

長 期 2031～

主な活動地域

各
フ
ェ
ー
ズ
で
目
指
す
姿

輪を広げる 未来を拓く

CHALLENGE
with PARTNER

CHALLENGE
OURSELVES

CHALLENGE
in STADIUM

定量目標
CO2排出削減量 (2021年比 )

気候変動：テーマ実現のためのロードマップ
第2章 ミッション実現のための歩み
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